
火災原因別件数
（令和７年１０月末日時点 速報値）

令和７年１０月末日までの火災件数は３７１件です。
昨年同時期より５２件多い状況です。火災予防対策をお願いします。

令和７年の火災発生状況（１０月末日時点）をお知らせします

令和７年１０月末日時点 （川崎市消防局予防部予防課）

・圧力や衝撃を与えない
・異常（膨らむ、熱くなる）がある場合、
使用しない

・束ねたり、重い物の下敷きになっている
状態で使用しない

・傷んでいたら使用しない

・定期的に清掃
・しっかりと差し込む
・変形があれば使用しない

モバイルバッテリーの火災

電気コードの火災

コンセントプラグの火災

電気火災を防ぐポイント

お問合せ

■臨港消防署 044-299-0119 ■高津消防署 044-811-0119
■川崎消防署 044-223-0119 ■宮前消防署 044-852-0119
■ 幸 消防署 044-511-0119 ■多摩消防署 044-933-0119
■中原消防署 044-411-0119 ■麻生消防署 044-951-0119

川崎市消防局 予防部予防課 044-223-2703

捨ててからしばらくすると白煙が発生

さらに時間が経過してから出火

たばこ火災は、喫煙者のマナー違反が原因で発生
することが多く、日頃の心掛けで防ぐことができます。

燃えていることが
わかりにくい！

・専用の灰皿を使用

・灰皿に水を張り、確実に消火

・灰皿に吸い殻をためない

・屋外での喫煙は喫煙所で

・ポイ捨ては厳禁！

たばこ火災を防ぐために
たばこ火災予防のポイントなどを
川崎市ホームページで公開してます。

たばこ火災は、すぐ燃え上がらずしばらく無炎
燃焼（炎を出さずに燃え広がる）を続けてから
出火するのが特徴です。

消火が不十分なたばこをゴミ箱に捨てる実験

令和７年１１月からリチウムイオン電池等
は小物金属で収集されます。
川崎市ホームページをご確認ください。

別添


